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はじめに

新学習指導要領 (小学校2020年度､ 中学校2021年度全

面実施) では, 社会と連携・協働しながら未来の創り手

となるために必要な資質・能力を育む ｢社会に開かれた

教育課程｣ の実現がめざされている｡ こうした全国的な

教育改革の流れをふまえ, 島根県でも島根の子どもに身

につけてもらいたい力を ｢主体的に課題を見つけ, 様々

な他者と協働しながら, 定まった答えのない課題にも粘

り強く向かっていく力｣ とし, 地域社会との連携・協働

と学校段階間の接続を大切にした ｢教育の魅力化｣ の取

組を推進している1｡

既に島根県では, 2005年度より ｢ふるさと教育｣ が行

われ, 地域の教育資源を教科等のねらいを達成するため

に取り入れ, ふるさとへの愛着や誇りの醸成, 地域に貢

献しようとする意欲の喚起などをめざした学習が行われ

てきた｡ 島根県のふるさと教育においては, 地域の人々

とともに行う自然体験や社会体験等を通じて, 子どもた

ちに地域社会の一員としての自覚を持たせ, 社会性を育

むこと, また地域課題に正対することでふるさとへの貢

献意欲を育むことが目指されている2｡

それでは, こうしたふるさと教育を充実したものにす

るためには, どのような方法が考えられるだろうか｡ す

でに述べたように様々な地域での経験をとおして, 教科

の学習における地域素材の活用が考えられるが, 本稿で

は小学校道徳科でのふるさと教育を考えてみたい｡

道徳科では, 道徳的価値についての理解を基に, 自己

を見つめ, 物事を多面的・多角的に捉え, 自己の生き方

についての考えを深める学習を通して, 道徳性が養われ

る｡ 一方ふるさと教育では, 島根県の ｢ふるさと教育基

本方針｣ で記されているように, 探究的な見方・考え方

を働かせ, 横断的・総合的な学習を行うことを通して,

よりよく課題を解決し, 自己の生き方を考えていくため

の資質・能力の育成が目指される3｡ それゆえ, 自己の

生き方を深める学習を通して学ぶ道徳教育を, ふるさと

教育の基盤の一つとして位置づけることは重要であると

言えるだろう｡

そこで, 本研究では, 小学校道徳科でのふるさと教育

を, 児童の ｢見方｣ の発達に関する理論を手がかりに構

想・実践する｡ そして, 授業をとおした, 児童の ｢ふる

さと｣ への ｢見方｣ や ｢考え方｣ の高まりについて検討

する｡ 従来, ふるさと教育に関して児童の発達段階に留

意することは指摘されてきたし, もちろん実践のなかで

も考慮されてきた｡ ただ, 理論を踏まえた構想・実践が

なされてきたとは言い難く, それら授業の工夫が効果的

だったのかについての検証ができにくかった｡ したがっ

て, 本研究のように, 発達段階という観点から構想・実

践し, その効果を測ることは, 今後のふるさと教育の質

を高めていくための基礎資料になりうるという点で有意

味であると考える｡

なお, 本稿で検討するのは, 島根県雲南市のＡ小学校

４年生の道徳科での ｢ふるさと教育｣ の授業である｡

Ⅰ 児童の発達段階を考慮した ｢ふるさと教育｣ ・

｢道徳教育｣ の構想

(１) セルマンの視点取得理論

授業構想にあたっては, 人の見方がどのように発達す

るかを理論化したセルマン (Selman,R.L.) の役割取得

理論を取り上げる｡ 加藤 (2007) は, 子どもの社会認識
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構造の発達について, セルマンの理論を取り上げ, 児童

期における認知的視点取得能力の発達の様相, 視点取得

と社会認識の発達との関連の検討から明らかにしてい

る4｡ ふるさと教育においても同様に, 児童が地域課題

に向き合って探究活動を深めていくためには, 地域の歴

史や特徴, 地域の人の立場などの時間や空間を捉える社

会認識能力, 視点取得能力が必要となる｡ このような点

を踏まえ, 本研究においてもこのセルマン視点取得段階

論を参照することとした｡

セルマンは, 相手の立場に立って心情を推しはかり,

自分の考えや気持ちと同等に他者の考えや気持ちを受け

入れ, 調整し, 対人交渉に生かす能力である ｢役割取得

能力｣ がどのように発達するかを明らかにしている｡ セ

ルマンは, 子どもにおいて彼／彼女の視点と他の人の視

点が分化し, 視点間の調整がなされていく構造的変化の

過程を整理している｡ セルマンが示した社会的視点取得

能力の発達段階とその概略は次の通りである｡ 段階０

(４～６歳) は, 自分の視点と他者の視点を分化できな

い自己中心的な役割取得段階｡ 段階１ (６～８歳) は,

自分の視点と他者の視点を分化できる主観的役割取得段

階｡ 段階２ (８～10歳) は, 自分の視点を他者の視点か

ら考慮できる自己内省的役割取得段階｡ 段階３ (10～12

歳) は, 自分と他者の双方を考慮する第三者的視点をと

ることができる相互的役割取得段階｡ 段階４ (12～15歳

以上) は, 自分の視点を社会全体や集団全体をみる視点

と関連づけることができる慣習的, 象徴的役割取得段階

である5｡

そこで本稿では, このセルマンの発達段階論を, 日本

の小学校の段階に即して, 低学年 (６～８歳) は自己中

心的な視点取得段階, 中学年 (８～10歳) は他者の視点

をとることができるようになる段階, 高学年 (10～12歳)

は自他相互の視点を第三者的に客観的にとらえられるよ

うになる段階とひとまず見なすこととする｡

(２) ふるさと教育の段階ごとのねらい・キーワード

セルマン理論の視点取得段階をふまえ, ふるさと教育

の各学年でのねらいを表１のように考えた｡ 低学年 (６

～８歳) は, 自己中心的な視点取得段階である｡ よって,

地域のよさについて自分の興味や関心に基づく, 自分と

のかかわりの中だけで捉え, 町のよさを個々に捉えてい

る段階であると言える｡ また, 地域のひと・もの・こと

との触れ合いを通して自分の町のよさを感じるようにな

る段階なので, ｢地域のよさを知り好きになる段階｣ と

する｡ 中学年 (８～10歳) は自己の視点を持ちながら,

他者の視点もとれるようになる段階である｡ そのため,

自分の周りの地域の人々の見方に気づき, したがって地

域や環境の特色にも目がいくようになり, また昔の人々

の願いなどにも目が向き, 郷土のすばらしさが実感でき

るようになる段階であると考えられる｡ したがって ｢地

域を知り地域の人の思いや願いに気づく段階｣ とした｡

高学年 (10～12歳) は自他の見方を客観的にとらえるこ

とができるようになる段階である｡ それゆえ, 多様な視

点をもてるようになり自分たちの町や地域のよさを捉え

られるようになるため, 積極的に地域とかかわっていこ

うとする気持ちがもてるようになる段階と考えられる｡

したがって, ｢地域のためにできることを考えて発信す

る段階｣ とする｡

こうした観点から, 道徳科での, 各段階でのふるさと

教育での留意点を次のように考えることとした｡ 低学年

では ｢○地域の人に守られている／○好きな町・町のよ

さ／○町の人々の思いや願い｣｡ 中学年では ｢○誇りに

思う町／○昔の人々の思いと引き継ぎ守る人々の思い／

○受け継がれている｣｡ 高学年では ｢○愛着／○町のよ

さ (特長や特色) を生かし, 地域をよりよく育てていこ

うとする人の思い／○よりよい町に｣ である｡

また, 一般にふるさと教育の学習活動の大半を占める

｢生活科｣ ｢総合的な学習の時間｣ のねらいも, このよう

な発達段階を考慮し考えておく｡ 低学年の生活科のねら

いは ｢地域とふれ合う楽しさやうれしさを感じ, 幸せな

町のよさを知る｣, 中学年の総合的な学習の時間のねら

いは ｢調べて地域の人の思いや願いに気づき, 幸せに過

ごせる町作りのよさに気づく｣, 高学年の総合的な学習

の時間のねらいは ｢活動して地域の人々の思いにより深

く触れ, 幸せな町作りへの思いを発信する｣ である｡

以上を整理した本研究でのふるさと教育のねらいの一

覧が表１である｡
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表１ セルマン理論視点取得段階をふまえた ｢ふるさと教育｣ の段階ごとのねらい

小学校発達段階 低学年 中学年 高学年

セルマンの
視点取得理論

自己中心的な視点取得段階
(６～８歳)

他者の視点をとれるようになる視
点取得段階 (８～10歳)

自他相互の視点を客観的に捉えら
れる視点取得段階 (10～12歳)

ふるさと教育の
ねらい

地域のよさを知り､ 好きになる｡
地域を知り, 地域の人の思いや願
いに気づく

地域のためにできることを考えて
発信する

道徳科での
地域の見方

(キーワード)

○好きな町・町のよさ
○町の人々の思いや願い
○地域の人に守られている

○誇りに思う町○昔の人々の思い
と引き継ぎ守る人々の思い
○受け継がれている

○愛着○町のよさ (特長や特色)
を生かし, 地域をよりよく育てて
いこうとする人の思い○よりよい
町に

生活科・総合的な
学習のねらい

地域とふれ合う楽しさやうれしさ
を感じ, 幸せな町のよさを知る｡

調べて地域の人の思いや願いに気
づき, 幸せに過ごせる町作りのよ
さに気づく｡

活動して地域の人々の思いにより
深く触れ, 幸せな町作りへの思い
を発信する｡
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Ⅱ 授業の実際

(１) 地域と学校の実態

島根県雲南市でも, 2008年に ｢夢発見プログラム｣

(キャリア教育推進プログラム) が策定され, 地域社会

と連携したキャリア教育が保育所・幼稚園・小学校・中

学校・高等学校のつながりが意識されながら展開されて

いる｡ また, 各中学校区ではふるさと教育にかかわる共

通題材例が示され, 地域とのつながりを通した実践が行

われている6｡

本研究の実践を行った島根県雲南市Ａ小学校のある町

は, ｢古事記｣ ｢出雲国風土記｣ にも記されている, 古く

から経済・文化が発達した地域である｡ 産業は農林業が

中心で, 現在は兼業農家が大部分で, 米・野菜・お茶な

どの特産品で町おこしに取り組んでいる｡ Ａ小学校のあ

る地区は, 400年の伝統をもつ祭りや, 中心を流れる川

の清流に舞う蛍が有名である｡ 校区には, 総合センター,

ＪＡ雲南, 市民病院, 体育館, 図書館, 福祉施設などの

町の中核となる施設があり, また, 商店やスーパーが集

まっている｡ 校区内の戸数は約1400戸で, 教育への関心

は高く, 学校教育やＰＴＡ活動に協力的である｡ Ａ小学

校は, 児童数222名, 教職員数20名の中規模校であり,

心に響く道徳の時間の工夫と道徳的な実践力を養う体験

活動の実施による人権教育・同和教育を基底に据えた教

育活動により ｢豊かな心の育成｣ が行われている｡

(２) Ａ小学校におけるふるさと教育と関連付けた道徳

教材

表１でまとめたような見通しのもと, 本研究でのＡ小

学校での道徳科の教材・ねらいは次のようにすることと

した｡ なお, 本研究の実践校は, すでに述べたように島

根県雲南市に位置するため, 同市が2018年度に採択して

いる道徳科教科書 『小学道徳 ゆたかな心』 (光文書院)

から選択する｡ 低学年, 中学年, 高学年で一教材ずつ選

択することとする｡

低学年 (２年生) では, ｢ぼくのまちも, ひかってる！｣

( ｢ゆたかな心｣ ２年) を扱う｡ 本教材は, 物語の主人

公が友達の町の祭りに参加したことで, 祭りの歴史や人々

の願いから祭りのよさに気づき, 自分の町のよさを見直

すきっかけになるという話である｡ 町全体の歴史や人々

の願い, 町の人とのかかわりなどを通しての町のよさに

気づくきっかけとなる教材である｡ 同教材の教科書が示

す主題は ｢じぶんのまちのかがやき｣ であり, 本研究に

おいて低学年で身に着けさせたい見方 ｢町の人々の思い

からの町のよさへの気づき｣ と合致している｡

中学年 (４年生) では, ｢ねがいをつみ上げた石橋｣

(光文書院 ｢ゆたかな心｣ ４年) を扱う｡ 本教材は, 物

語の主人公が今まで何気なく見ていた地域の文化財であ

る石橋について調べていく中で, 地形的な困難を克服し

ようとして石橋を築いた先人たちの熱い思いや苦労に気

づくことができるという話である｡ 地域に残され, 現在

でも大切に残されている文化財にこめられた人々の願い

から自分の郷土のすばらしさを知り, 郷土のよさを見直

し, 郷土を大切にしていこうとする気持ちをもつきっか

けとなる教材である｡ 本教材の教科書上の主題名は ｢住

むまちをほこりに思う心｣ で, 本研究のキーワード ｢昔

の人々の思いや願いから町を守るよさへの気づき｣ が取

り上げられている｡

高学年 (６年生) では, ｢町おこしプラン｣ (光文書院

｢ゆたかな心｣ ６年) を扱う｡ 本教材は, 物語の主人公

が友達と ｢町おこしプラン｣ の企画を考えるが, 話し合っ

ているうちに, 自分たちが町の特色をよく知らないこと

に気づく｡ そして情報を集め, 話し合いを進めるうちに,

自分たちの町に愛着を感じていくという話である｡ 自分

たちの町の特徴や特色を捉え, 地域へ積極的にかかわる

思いをもたせるきっかけとなる教材である｡ この教材の

主題名は ｢ふるさとのよさ｣ で, 本研究の ｢町の特徴や

特色の捉えから, 地域への積極的なかかわりへの気づき｣

と合致している｡

本稿では, 中学年 (４年生) の授業を実施し, その効

果を測ることとする｡

(３) 学級の実態

授業実践を行う学級は４年生の学級で, 児童数は20名

である｡

１) 実態調査の方法と内容

本授業を行うにあたり, 授業前の児童の視点取得段階

を把握するため, 実態調査を行った｡ 視点取得段階を把

握するために, [１. 自分の町の ｢よさの捉え｣ ｢愛着｣

｢誇り｣ の把握の設問], [２. 自分の町の ｢課題｣ の把

握の設問], [３. 自分の町への ｢地域貢献感｣ ｢地域に

貢献しようとする意欲｣ の把握の設問], [４. 地域との

かかわりの意識の把握の設問]の４種類を用意した｡ 調

査方法や内容は表２の通りである｡

表２ 実態調査の方法と内容

【検査方法】質問紙調査

【検査人数】16名

【回答方法】設問①～⑧は自由記述回答, 設問⑨～

⑫は, ｢はい｣ ｢どちらかといえばそうだ｣ ｢どちら

かといえばそうではない｣ ｢いいえ｣ の四択から選

択回答

【設問調査内容】

１. 町の ｢よさの捉え｣ ｢愛着｣ ｢誇り｣ の把握の設

問 (設問①～④)

２. 町の ｢課題｣ の把握の設問 (設問⑤～⑥)

３. 町への ｢地域貢献感｣ ｢地域に貢献しようとす

る意欲｣ の把握の設問 (設問⑦～⑧)

４. 地域とのかかわりの意識の把握の設問

(設問⑨～⑫)

【設問項目】

①町のすきなところはどんなところですか｡

②その, すきなりゆうを書いてください｡
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③町のじまんできると思うことは何ですか｡

④その, じまんできると思うりゆうを書いてくだ

さい｡

⑤町が, もっとこんなふうになるといいなあと思

うのはどんなことですか｡

⑥そう思うりゆうを書いてください｡

⑦今まで, 地いきのためになにかしたことや, 自

分がしたことで地いきのためになったなあと思

うことを書いてください｡

⑧地いきのために自分がしたことについてどう思

いますか｡ 書いてください｡

⑨地いきの行事にさんかしている

⑩きんじょの人に会ったときにはあいさつをして

いる｡

⑪地いきや社会で起こっている問題や出来事に関

心がある｡

⑫地いきや社会をよくするために何をすべきかを

考えることがある｡

２) 実態調査の結果

結果の詳細は, 表３の通りである｡ ４種類の設問への

児童の回答から, 本学級児童の視点取得段階が, 次のよ

うに明らかとなった｡

１. 町の ｢よさの捉え｣ ｢愛着｣ ｢誇り｣ の把握の設問の

結果から

自分とのかかわりの中での地域のものの存在へのよさ

の捉え (自己中心的な視点取得段階) が分かった｡ 少数

ではあるが, 地域の特色を捉えたり, 地域の人とのかか

わりをよさと捉えたりした児童もいた｡

２. 町の ｢課題｣ の把握の設問の結果から

自分の生活の豊かさを基準とした自分とのかかわりの

中での記述 (自己中心的な視点取得段階) が多かった｡

少数ではあるが, 町のよさや豊かさに触れる児童もいた｡

３. 町への ｢地域貢献感｣ ｢地域に貢献しようとする意

欲の把握の設問の結果から

半数近くの児童が無回答であった｡ 募金をしたという

記述が多いのは, 検査の途中で児童同士の情報交換があっ

たからだと思われる｡ 地域のことを意識したり, 地域の

ために何かをしたりするという経験が少なく, 地域まで

意識できない自己中心的な視点取得段階にいる児童が多

いと考えられる｡

４. 地域とのかかわりの意識の把握の設問の結果から

設問⑨⑩の回答から, 自分にかかわりのあることへの

意識の高さが分かった｡ 設問⑪⑫の回答からは, 地域の

出来事や地域のためにという意識は低く, やはり自己中

心的な視点取得段階が明らかとなった｡ ⑨～⑫の結果に

ついては表４で整理した｡
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表３ ＜設問調査内容１. 町の ｢よさの捉え｣ ｢愛着｣ ｢誇り｣ の把握の設問 (設問①～④) ＞

【設問①】町のすきなところはどんなところですか｡ 【設問②】その, すきなりゆうを書いてください｡

川 (２) いろんな生き物や魚がいるから

ホタルがたくさんいる (１) きれいだから

お茶がおいしい (１) 町には茶畑がたくさんあるから

地域の山 (１) 緑がいっぱいあるから

グランド (１) 野球の練習ができるから｡

虫や魚がたくさんいるところ (２) 虫が好きだから 虫とりや魚とりができるから

自然がたくさんあるところ (８)
生き物がたくいさんいてうれしいから｡
見たこともない生物や虫, 植物がたくさんいておもしろい｡
家の近くにタヌキなどがきてうれしい お水がおいしい

安全 (１) 大きな事件がないから

【設問③】町のじまんできると思うことは何ですか｡ 【設問④】その, じまんできると思うりゆうを書いてください｡

ホタルがたくさんいるところ (８)
ホタル舞う町

ホタルは少なくて, とったりしてはいけないから大切にしたい｡
ホタルを見に行っているから｡ ホタルは大東の宝だから
都会にはホタルがいないから ホタルがいっぱいいるから２
夏にホタルを見に行ったらきれいだったから

お茶がおいしい (３)
よくお茶を飲んでいて, おいしいと思うから
いつもおいしいお茶がのめる

地域の祭り (１) お店がたくさんあって楽しい

やさしい人がたくさんいるところ (３)
初めて会っても親切だから
地域には, 名人や優しい人がたくさんいる｡
いつも町の人にやさしくしてもらっているから

コウノトリ (１) (記述なし)

景色がいいところ (１) (記述なし)
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３) 発達段階に応じた授業づくりの手立て

新学習指導要領での道徳の特別の教科化により, 道徳

科での指導については, その実質化を図るとともに質的

転換が求められており, そのためには質の高い多様な指

導方法の確立と評価の工夫・改善を行う必要が叫ばれて

いる｡ 道徳科の質の高い多様な指導方法として, 次の３

つが挙げられている7｡ ① ｢読み物教材の登場人物への

自我関与が中心の学習｣ により教材の登場人物の判断や

心情を自分との関わりにおいて多面的・多角的に考える

ことを通し, 道徳的諸価値の理解を深めることができ,

登場人物に自分を投影して, その判断や心情を考えるこ

とにより, 道徳的価値の理解を深めることができる｡ ②

｢問題解決的な学習｣ により, 児童一人一人が生きる上

で出会う様々な道徳的諸価値に関わる問題や課題を主体

的に解決するために必要な資質・能力を養うことができ

る｡ 最後に, ③ ｢道徳的行為に関する体験的な学習｣ に

より, 役割演技などの体験的な学習を通して, 実際の問

題場面を実感を伴って理解することを通して, 様々な問

題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を

養うことができる｡

以上の３点を踏まえ, 本研究の道徳授業実践では児童

の視点取得能力の発達を促すため, 表５のような具体的

な授業の手立てを考え, 指導案を作成した｡
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表４ ＜設問調査内容４. 地域とのかかわりの意識の把握の選択調査 (設問⑨～⑫) ＞

＜設問調査内容２. 町の ｢課題｣ の把握の設問 (設問⑤～⑥) ＞

【設問⑤】町が, もっとこんなふうになるといいなあと思うの
はどんなことですか｡

【設問⑥】そう思うりゆうを書いてください｡

本屋さんができてほしい (１) 本が好きで, いろんな本が読みたいから

高い建物があってほしい (１) 高い建物がないから

もっと人口がふえてほしい (１) 人口がふえると地域がもっとにぎやかになるから

水族館や動物園, 公園, お店などができてほしい (４)
魚や動物が見たいから べんりだから
お店や公園が少ないから にぎわってないから
おもしろいから

お店が増えないでほしい (１) 都会になってほしくない

もっと自然に満ちた町になってほしい (１) 生き物や虫､ 植物が減ってしまうから｡

広い町になってほしくない (１) (記述なし)

川がもっときれいになるといい (１) 今でもきれいだけど, もっときれいになってほしい

ごみをごみばこにすてるといい (１) もっと気持ちのよいくらしにしたいから

大東のホタルを守ってほしい (１) もっと気持ちのよいくらしにしたいから

カフェができてほしい (１) もっと気持ちのよいくらしにしたいから

＜設問調査内容３. 町への ｢地域貢献感｣ ｢地域に貢献しようとする意欲｣ の把握の設問 (設問⑦～⑧) ＞

【設問⑦】今まで, 地いきのためになにかしたことや, 自分がしたこ
とで地いきのためになったなあと思うことを書いてください｡

【設問⑧】地いきのために自分がしたことについてどう思いま
すか｡ 書いてください｡

ホタルが住めるように川の水の検査 (１) (記述なし)

募金をした (８)
募金はいいなと思いました｡
地域の人のために役立ってほしい

運動会のポスター作り (１) たくさんの人に来てほしいと思ってがんばった｡

保育園にひまわりの種をまいた (１) (記述なし)

※ ( ) 内の数字は回答した人数
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Ⅲ 授業の実践

児童の視点取得能力の発達段階に留意したふるさと教

育に関連付けた道徳の授業を構想し, 島根県雲南市内に

あるＡ小学校の４年生の学級で実践した｡ 具体的には,

｢ねがいをつみ上げた石橋｣ の授業を2018年９月26日

(授業参加児童19名) に行った｡

(１) 資料について

資料 ｢ねがいをつみ上げた石橋｣ は, 大分県宇佐市院

内町が舞台の物語である｡ この町に住むあつしは, 家の

近くの荒瀬橋を渡っているとき, 東京から橋の写真をと

るために来ていたプロのカメラマンに自分の町のことを

ほめられた｡ うれしくなり, 石橋のことをもっとくわし

く知りたくなったあつしは, 石橋ステーションへ行った｡

そこで, 石橋に使う石のことや石橋の作り方, めがね橋

の数では日本一であることが分かった｡ また, そんなに

も石橋が多い理由は, 大雨でも流されないじょうぶな橋

をつくる必要があったこと, 石橋の材料になる石や, り

っぱな技術をもった石工たちがいるという ｢町の財産｣

を生かして石橋が作られていることが分かった｡ そして,

その作業はとても難しくて危険であり, 本当に大変だっ

たが, 村の人たちが安心して生活できるようにしたいと

いう昔の人の願いを知り, 村の人たちにとってとても大

切なものだから今でも残って使われていることを知る｡

あつしは, 昔の人たちの願いがたくさん積み上げられて

いることに気づき, 院内町の石橋をほこりに思うように

なる｡

(２) ねらいについて

本資料の主題は ｢住むまちをほこりに思う心｣ であり,

本授業のねらいは, ｢郷土の文化財について理解し, 郷

土の文化財を大切にし, 引き継いでいこうとする態度を

育てる｡｣ とした｡

(３) 展開について

本授業の展開は, 次のようになった (表６参照)｡

最初に, 導入部分でＡ小学校の校区の代表的な３つの

文化財の写真をクイズ形式で提示した｡ これらは, 事前

の実態調査で児童が挙げた ｢自分たちの町の誇りトップ

３｣ で, 児童にとってとても身近なものである｡ ３つの

写真を見て, ｢全部町の有名なものだ｣ という児童の言

葉から ｢町の自慢 (よさ)｣ という言葉につなげ, 本時

のめあて ｢町の自まんは, なぜ今でも続いているのだろ

う？｣ を提示した｡

次に展開部分では, まず教材の前段の場面のみを読み,

｢東京のカメラマンから自分の町をほめられたあつしは,

どんなことを考えたでしょう｡｣ と尋ねた｡ これは, 地

域のよさの存在への気づきを意図した発問である｡ ワー

クシートに自分の考えを書いた後にあつしの気持ちにつ

いて話し合い, あつしが初め, 石橋を特別なすごいもの

として意識していなかったこと, またほめられたことで

自分の町のよさに気づいた気持ちに共感できるようにし

た｡ そして次に教材の後段の場面を読み, ｢石橋をほこ

りに思うようになったあつしは, どんなことを考えたで

しょう｡｣ と尋ねた｡ これは, 地域の先人の願いに触れ

たよさへの気づきを意図した発問である｡ ワークシート

に自分の考えを書いた後, あつしが感じ, 気づいた ｢ほ

こり｣ の多様な理由についての児童の言葉をつなげる教

師の発問や問い返しにより話し合いを深めながら, ｢石

橋にたくさん積み上げられている昔の人たちの願い｣ と

｢守り続けていくことの大切さ｣ に気づくことができる

ようにした｡ その後まとめとして, 教材前段の補助発問

と教材後段中心発問の板書を比較しながら, あつしは石

橋のことを調べていくうちに, 石橋にこめられた昔の人

の願いに気づき, これから大事にしていきたいと気づい

たことを押さえた｡

終末では, ｢私たちの町の自まんは, なぜ今でも続い

ているのだろう｡｣ と尋ね, 資料から自分たちの町に視

点を移し, 本時のめあてについての自分たちの納得解を

話し合いを通して明らかにした｡ これは, 教材と自分の

つなぎと, 今後の自分への生かしを意図したものである｡

そして, 自分たちの町の自慢にも昔の人の願いがこめら

れ, 守られ, 今に続いていることを押さえた｡ そして,

本時のふりかえりを書き, 本時の価値への気づきや今後

の自分の生活への生かしを確認できるようにした｡
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表５ 児童の視点取得能力の発達を促すための授業の手立て

①自我関与中心の学習とするために

・導入と終末で, 児童に親しみのある地域の文化財を取り上げる｡ ・発問の仕方の工夫

・ワークシートの工夫

②問題解決的な学習とするために

・めあての設定の工夫 ・板書の工夫 (対比的に整理する)

・文化財にこめられた昔の人々の願いから郷土のよさを見直す話し合い活動の展開

・終末でのこれからの自分と町のかかわり方を考える場の設定

③体験的な学習とするために

・表現方法の工夫 (ワークシートの活用､ 話し合いの形態の工夫)
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表６ ｢ねがいをつみ上げた石橋｣ の展開
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(４) 授業の結果と考察

実践した授業の結果について, 授業中の発問に対する

自分の考えの記述やふりかえりの記述内容, 話し合い活

動で観察された児童の様子から考察する｡

授業の展開部分での最初の補助発問 (Ⅰ. ｢東京のカ

メラマンから自分の町をほめられたあつしは, どんなこ

とを考えたでしょう｡｣), そして次の中心発問 (Ⅱ. ｢石

橋をほこりに思うようになったあつしは, どんなことを

考えたでしょう｡｣), そして授業終末のふりかえり (Ⅲ.

｢今日の学習から学んだことや考えたことを書きましょ

う｡｣) のそれぞれの児童の記述から, 児童の見方を捉え

た｡ この児童の反応は, 児童に記入させたワークシート

から読みとった｡ ３つの記述を比較することで, 児童の

本時を通しての価値の変化, 視点取得段階の変化を追う

ことができると考えた｡

まず, 表１に照らして視点取得の発達段階を判定する

ための指標を表７のように作成した｡ また, 他者の視点

を取得している者でも, その上での気づきには深まり・

広がりに差があると考えられるので, それを三分した｡

表７ 判定基準

Ａ〇他者の視点をとれる視点取得段階

～自他相互の視点の客観的な捉えに近い ｢地域貢

献意欲・参画意識｣ への気づきが分かる記述

(表現) 引き継いでいきたい, 守っていきたい

など
Ｂ〇他者の視点をとれる視点取得段階

～ ｢地域への愛着や誇り｣ への気づきが分かる記

述

(表現) 郷土の文化財を大切にしたい, もっと調

べてみたい など
Ｃ〇他者の視点をとれる視点取得段階

～ ｢昔の人の思いや願いに支えられた町のよさ｣

への気づきが分かる記述

(表現) 昔の人の願いがこめられていることへの

気づきに関する表現
Ｄ〇自己中心的な視点取得段階

～ ｢自分とのかかわりの中だけでの町のよさ｣ へ

の気づきが分かる記述

(表現) 町のよさへの気づきに関する表現

この基準により, 児童の振り返りの記述から発達段階

を判定し, まとめたものが表８である｡ 最終的にふりか

えりの記述を確認できた18人のうち, Ａ〇段階に達した児

童が５名, Ｂ〇段階に達した児童が10名, Ｃ〇段階に達した

児童が３名で, 全員が中学年で目指したい他者視点の取

得が達成された｡ Ｃ〇段階の３名は, 教材の石橋にこめら

れた昔の人の願いについては記述していたが, 自分の地

域の文化財にこめられた昔の人の願いについての記述は

見られなかった児童である｡

・授業後において ｢地域貢献意欲・参画意識｣ が見られ

た児童

Ａ段階に達した児童の視点の変化をもう少し詳しくみ

てみると, 児童①は授業終末の記述で, 教材を通して捉

えた地域の文化財にこめられた昔の人の願いを自分たち

の地域の文化財に照らし合わせて考えることができてお

り, さらに ｢次は自分たちがやらないといけないと分か

りました｡｣ と, 強い参画意識が伝わる記述を行ってい

る｡ ちなみに本児童は事前の実態調査時の視点取得段階

はＤ〇であり, 地域の行事にほとんど参加したことがなく,

また地域をよくするために何をすべきか考えたことがほ

とんどないと答えていた｡ 本時の授業を通し, 最も視点

取得段階が高まった児童と判定した｡ 児童⑤は, 事前の

実態調査では, 地域の行事によく参加しており, 地域の

問題や出来事に非常に関心をもっているが, 自分の興味

や関心の範囲に限られる理由から段階 Ｄ〇と判定した｡ し

かし授業では, 教材の内容の読み取りから, 他地域の題

材でありながら自分事として捉え, ｢なぜ昔の橋のまま

なんだろう｡｣ という疑問をもち (段階Ｃ〇), そして昔の

人の願いに気づき (段階 Ｃ〇), 最終的には自分たちの地

域の文化財も大切にしていきたい思いを本時の価値と照

らし合わせて具体的に記述しており, 段階Ａ〇の視点取得

にたどりついた｡

児童②～④は, 事前の実態調査で町のよさを自然の多

さや地域の人のやさしさなどの他者の視点で捉えており,

段階Ｃ〇の獲得が判定できた｡ 授業でも, 早い段階で昔の

人の願いや苦労に気づいた共感的な発言を積極的に行い,

授業終末では, ｢町の宝を守っていきたい｣ ｢大切に受け

継いでいきたい｣ ｢昔の人の努力をむだにしないように

して大切にしていきたい｣ などの自分事として捉えた言

葉で表現し, 地域貢献への意欲が伝わる記述を行ってお

り, 視点取得段階Ａ〇が判定できた｡

・授業後 ｢地域への愛着や誇り｣ が見られた児童

Ｂ段階へ達した児童の特徴をみてみると, 児童⑥, ⑦

は授業中の中心発問の段階で ｢私も大切にしていこう｣

｢橋は町の人の誇りだ｣ という記述が見られ, 段階 Ｂ〇と

判定した｡ 授業終末では, ｢町の自慢をもっと知りたい｣

｢自分も町の自慢を大切にしたい｣ など, 地域を大切に

するよさを感じる, より深い町への愛着や誇りの獲得

(段階 Ｂ〇) に達したことが判定できた｡ 児童⑧～⑪も授

業終末で, 地域への愛着や誇りを感じる記述が見られた

が, 自分から地域にかかわっていこうという発信段階ま

では高まっておらず, 地域への愛着や誇りの実感に浸っ

ている様子が判定できた｡ 児童⑫～⑮は最初の補助発問

で町のよさに気づき (段階 Ｄ〇), 次の中心発問で昔の人

の願いや苦労がこめられた町のよさを感じ (段階 Ｃ〇),

授業終末では長く続いていることに関する記述から町に

誇りを感じる記述が見られ (段階 Ｂ〇), 視点取得段階が

一段階ずつ移行していく広がりが見られた｡

・授業後 ｢昔の人の思いや願いに支えられた町のよさ｣

への気づきが見られた児童

Ｃ段階の児童の特徴を見てみると, ３名は教材文の内
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容で最後まで考え続け, 自分の町についての記述は見ら

れなかったが, それぞれ昔の人の願いがこめられた町の

よさを捉える段階Ｃ〇の他者視点の取得が見られた｡ 児童

⑯は, ｢なんで昔から長く続いているんだろう｣ と昔の

人とのつながりに早い段階で気づき, その後 ｢村を守る

やさしい (昔の人の) 思い｣ に気づき, 最後に ｢昔の人

の伝えたすごさ｣ を感じた記述をしており, 段階 Ｃ〇の中

で, 昔の人の願いの理解とすごさについて自分なりに考

えを深めていったことが判定できる｡ 児童⑰, ⑱も, 昔

の人の願いと人々の豊かな暮らしのつながりを感じる記

述が見られ, 昔の人の願いに深く気づいており, 段階 Ｃ〇

の取得の達成が判定できた｡

以上のことからは, 児童の視点取得の広がりの段階は,
Ｄ〇 ｢町の良さ｣ への気づき⇒Ｃ〇 ｢昔の人の願い｣ への気

づき⇒Ｂ〇 ｢地域への愛着や誇り｣ への気づき⇒Ａ〇 ｢地域

貢献意欲・参画意識｣ への気づきという段階を経て発達

していくと概ね言えるだろう｡
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おわりに

本稿では, 児童のふるさとへの ｢見方｣ の発達段階に

着目して道徳科の授業を構成・実践することで, 児童の

視点取得段階の高まりを確かめることができた｡ 道徳科

の授業前と授業中, そして授業後の児童の記述内容の変

化からは児童の視点取得段階が高まる姿が明らかとなり,

最終的には授業参加者全員の, 中学年で目指したい他者

視点の獲得が判定された｡ 視点取得段階が高まるにつれ

て, ふるさとである地域への見方や考え方が, ｢地域の

よさへの気づき｣ から ｢地域にこめられた昔の人の願い｣,

｢地域への愛着や誇り｣, ｢地域へ発信したり参画したり

して地域に貢献しようとする意欲の獲得｣ へと高まって

いくことが明らかとなった｡ このような結果からは, 道

徳科において地域への見方や考え方に着目し, それを上

げようとする本稿のような実践は, ふるさと教育にとっ

ても有意義であるといえる｡ このように道徳科とふるさ

と教育の関連を図ることは, ふるさと教育の充実にとっ

て有効と言えるだろう｡
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